
１１月２２日（水） 美術鑑賞会 

 第 48回例会を秋の特別企画展として日帰りツアー「ミレー作・種をまく人の世界が広がる山梨県立

美術館とワイナリー見学」を実施しました。（参加者７名） 

 晩秋の澄み切った青空の下、10時 45分甲府駅に全員集合し、そこから今回の幹事（小野 緑）の

甲府在住の友人（慶応のクラスメイト）の案内で、歩いてほど近い SADOYAワイナリーを訪問し、ガ

イド付きで地下ワイン保存庫を 1時間ほど見学の後、試飲を楽しみました。 

駅ビルの郷土料理店で人気の甲州名物「信玄ほうとう」を味わい、そこの屋上から南アルプスから富

士山までの素晴らしい眺望を楽しんだ後、タクシーで山梨県立美術館に移動しました。 

そこは広々とした芸術の森公園の中にあって、きれいに色づいたモミジやイチョウが広がる庭園の

先にすっきりと立つ富士山に再び出会いました。 

 本命の山梨県立美術館は、1978年の開館以来「ミレーの美術館」として世界的に知られており、

「種をまく人」「落穂拾い」といった農民絵画を描き続けたバルビゾン派の代表的画家ジャン＝フランソ

ワ・ミレーの作品を 70点以上所蔵しています。ボランティアスタッフによる解説で興味深く鑑賞しまし

たが、ミレー以外にも同時代の 19世紀フランス絵画を代表するブールデル、クールベ等の傑作も印

象に残りました。 

 15時半過ぎに甲府駅で自由解散しましたが、解散後にワイナリーを再訪した人、甲府城址（舞鶴城

公園）に寄った人など、それぞれ甲府を楽しんだようです。（瀬川隆二） 

   


